
れ
ぱ
、

る
に
至
っ
た
顛
末
は
、

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
、
「
伊
達

「
慶
長
使
節
と
南
蛮
医
学
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
第
二
十
九
巻
第
一
号
）

の
な
か
で
、
私
は
「
支
倉
常
長
の
随
員
の
一
人
で
あ
っ
た
中
条
帯
刀

は
婦
人
科
学
を
修
め
、
帰
国
後
密
告
に
よ
っ
て
入
牢
し
た
が
、
棄
教

を
認
め
ら
れ
て
釈
放
さ
れ
た
。
そ
の
子
孫
の
中
条
養
喜
は
仙
台
藩
医

員
（
婦
人
科
）
と
し
て
採
用
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
お
い
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
時
代
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
系
を
さ
ぐ
る

こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
帯
刀
と
養
喜
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
「
東
藩
日
新
医
事
略
説
」
（
大
正
十
五
年
五
月
）
の
な
か
で
鈴
木
省

は
、
「
東
藩
日
新
医
事
略
説
」
（
大
下

三
が
指
摘
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

中
条
帯
刀
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
密
告
さ
れ
、
入
牢
し
て
棄
教
す

に
至
っ
た
顛
末
は
、
「
石
母
田
文
書
」
（
昭
和
五
十
六
年
二
月
）
に
明

中
条
帯
刀
と
中
条
流
産
科

る
に
、
「
伊
達
世
臣
家
譜
」
（
平
士
之
部
）
の
中
条
家
譜
に
よ

「
中
条
帯
刀
資
種
為
祖
、
寛
永
中
坐
西
洋
兇
徒
事
、
告
老
而

山
形
敞
一

退
、
後
号
道
喜
、
以
婦
人
医
行
干
世
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
、
「
伊
達
世
臣
家
譜
」
（
医
師
之
部
）
に
よ
れ
ば
、
「
以
資
種

第
五
男
中
条
資
房
為
祖
、
其
商
以
医
（
婦
人
科
）
為
業
。
資
房
嘗
受

中
条
流
医
術
於
父
資
種
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
中
条
帯
刀
は
平
士
と
し
て
伊
達
政
宗
に
仕
え
て
い

た
が
、
五
男
中
条
資
房
は
父
帯
刀
よ
り
学
ん
だ
中
条
流
婦
人
科
を
以

っ
て
、
仙
台
藩
医
員
と
し
て
仕
え
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

現
在
中
条
流
産
科
と
伝
え
る
刊
本
と
し
て
は
、
「
中
条
流
産
科
全

集
」
や
「
中
条
流
産
前
産
後
」
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て

報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
東
北
大
学
）
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